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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
よ
い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
社
会
は
、
国
際
化
、
情

報
化
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る

中
、地
球
の
温
暖
化
に
伴
う
気
象
の
変
動
、

地
震
や
大
雨
等
に
よ
る
災
害
、
さ
ら
に
は

昨
年
四
月
に
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
、
世
界
的
に
流
行
す
る
な
ど
憂
慮

す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

経
済
に
お
き
ま
し
て
も
、
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
ロ
ー
ン
か
ら
始
ま
り
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
金
融
危
機
以
降
、
深
刻

な
景
気
の
低
迷
が
続
き
改
善
の
兆
し
も
見

え
て
き
た
も
の
の
、自
立
性
に
は
乏
し
く
、

日
本
の
経
済
は
デ
フ
レ
に
陥
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
東
の
ド
バ
イ
で
不
動
産
バ
ブ
ル

の
崩
壊
の
懸
念
が
再
燃
し
、
円
相
場
の
急

騰
へ
と
つ
な
が
り
、
経
済
は
二
番
底
が
心

配
さ
れ
る
な
ど
、
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
完
全
失
業
率
も

五
％
を
超
え
依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
情

勢
に
あ
り
ま
す
。

　

政
治
に
お
い
て
は
、
昨
年
一
月
、
ア
メ

リ
カ
民
主
党
の
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
前
上
院

議
員
が
、「
変
革
」
と
「
米
国
の
再
生
」

を
掲
げ
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
就
任
し
、

八
年
間
続
い
た
共
和
党
政
権
か
ら
民
主
党

政
権
へ
と
交
代
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
に

お
い
て
も
昨
年
九
月
、「
脱
官
僚
依
存
」

を
掲
げ
た
民
主
、
社
民
、
国
民
新
党
に
よ

る
連
立
政
権
が
発
足
し
政
権
が
交
代
す
る

な
ど
、
両
国
民
は
新
政
権
へ
今
後
の
希
望

を
託
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
地
方
に
お
い
て
は
現

在
ま
で
地
方
分
権
や
三
位
一
体
の
改
革
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
国
と
地
方
の
財

政
は
、
世
界
の
情
勢
に
左
右
さ
れ
景
気
の

低
迷
と
円
高
・
株
安
等
に
よ
り
、
税
収
の

落
ち
こ
み
は
避
け
ら
れ
ず
、
今
後
益
々
厳

し
い
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
予
算
や
制
度
の
あ
り

方
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
等
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
見
直
し
を
進
め
、
国
か
ら
地

方
に
対
す
る
予
算
の
配
分
も
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
お
り
、
地
方
で
も
急
激
な
経

済
の
変
化
や
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
国

際
環
境
の
激
変
に
対
応
し
、
あ
ら
ゆ
る
面

で
情
報
の
把
握
と
状
況
判
断
を
、
的
確
に

と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
大
都
市
に
集
中
し
、
地
方
の
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
と
い
う

傾
向
が
続
き
、経
済
や
雇
用
、医
療
、福
祉
、

教
育
等
、
大
都
市
と
地
方
と
の
格
差
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
幸
い
本
村
の
老
年

人
口
比
率
は
十
八
・
四
％
と
県
内
で
一
番

低
く
、
年
少
人
口
も
十
五
・
六
％
と
高
い

活
気
の
あ
る
村
で
は
あ
り
ま
す
が
、
す
べ

て
の
職
種
に
お
い
て
、
次
代
を
担
う
人
た

ち
を
始
め
、
村
民
が
安
心
し
て
働
く
こ
と

の
で
き
る
雇
用
の
対
策
は
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
た
り
、
私
ど
も

議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
村
に

生
活
し
て
い
る
皆
様
が
、
西
郷
村
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
実
感
が
で
き
公
平
に
恩
恵

が
受
け
ら
れ
る
、
継
続
的
で
よ
り
豊
か
な

住
み
よ
い
安
全
で
安
心
の
「
に
し
ご
う
む

ら
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
村
民
の
皆
様

と
共
に
努
力
を
続
け
る
決
意
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、村
執
行
機
関
と
切
磋
琢
磨
し
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
性
を
活
か
し
、
村
民

の
意
見
を
村
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
競
い

合
い
、
協
力
し
な
が
ら
努
力
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
、
一
層
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
も
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
健
康
で
よ
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

佐藤正博 村長

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
村

民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
一
人
ひ
と
り

が
、
健
康
で
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
国
内
外
と
も
に
非
常
に
厳
し
い

経
済
、
社
会
状
況
の
中
、
村
民
各
位
、
企

業
各
社
の
皆
様
の
ご
高
配
に
よ
り
ま
し

て
、
村
政
を
執
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
行

政
区
長
様
を
は
じ
め
様
々
な
形
で
村
政
の

進
展
に
ご
協
力
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
各
種
委
員
の
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
に
は
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
は
寅
年
で
あ
り
、
運
気
の
強
い

年
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
閉
塞
感
を
払
拭
し
、「
ふ
る
さ
と
に
活

力
と
笑
顔
を
」
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に

村
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
職
員
共
々

渾
身
の
努
力
を
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の

で
、
昨
年
に
も
増
し
て
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
に
は
キ
ョ
ロ
ロ
ン
村
駐

車
場
、ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
再
整
備
を
行
い
、

国
道
二
八
九
号
甲
子
道
路
の
開
通
一
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
甲
子
地
区
や
雪
割
橋
な

ど
を
訪
れ
る
人
は
大
幅
に
増
え
、
紅
葉
の

時
期
に
は
観
光
客
で
渋
滞
が
発
生
す
る
状

況
も
あ
り
ま
し
た
。
徐
々
に
村
民
経
済
、

地
域
交
流
、
文
化
面
な
ど
の
地
域
活
性
化

に
も
効
果
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

第
二
高
山
踏
切
の
完
成
に
よ
り
、
新
白
河

駅
南
部
の
交
通
事
情
は
円
滑
に
な
り
、
村

道
米
・
高
助
線
、
原
中
・
四
ツ
門
線
な
ど

の
整
備
、
羽
太
小
学
校
屋
内
運
動
場
及
び

西
郷
第
一
中
学
校
の
耐
震
補
強
等
工
事
、

下
新
田
雇
用
促
進
住
宅
の
購
入
、
熊
倉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
新
築
、
各
地
区

消
防
自
動
車
の
更
新
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
に

利
便
や
安
全
・
安
心
の
強
化
に
つ
な
が
っ

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
村
内
の
光
ケ
ー

ブ
ル
敷
設
が
完
了
し
、
ほ
ぼ
村
内
全
域
に

お
い
て
高
速
、
大
容
量
の
情
報
通
信
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
昨
年
来
の
急
激
な
経
済
悪
化

は
、
日
本
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
、
村
内

企
業
等
へ
も
依
然
と
し
て
大
き
な
影
を
落

と
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
は
金
融
不
安
、

公
共
工
事
費
の
削
減
見
通
し
な
ど
か
ら
二

番
底
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
医
療
費
、
扶

助
費
な
ど
の
増
加
、少
子
高
齢
化
の
進
行
、

税
収
の
減
な
ど
が
地
方
自
治
体
の
財
政
を

圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。
本
村
も
例
外
で
は

な
く
、
こ
こ
五
年
間
は
地
方
交
付
税
の
不

交
付
団
体
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
年
度

は
交
付
団
体
と
な
る
見
通
し
で
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
本
村
は
、
老
年
人
口
比
率

が
十
八
・
四
％
と
県
内
一
低
く
、
生
産
人

口
比
率
は
六
十
六
％
と
県
内
一
高
い
自
治

体
で
も
あ
り
、
ま
た
、
農
林
水
産
業
を
は

じ
め
、
誘
致
企
業
、
商
業
施
設
な
ど
も
多

く
、
豊
か
な
自
然
、、
高
速
交
通
網
と
恵

ま
れ
た
自
治
体
で
も
あ
り
ま
す
。
国
県
と

の
連
携
に
よ
り
雇
用
対
策
、
生
活
の
安
定

等
に
は
重
点
的
に
対
処
し
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
企
業
、
事
業
所
等
の
皆

様
に
は
幾
重
に
も
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
西
郷
第
一

中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
へ
の
着
手
を
は

じ
め
と
し
て
、
新
田
橋
橋
梁
、
村
道
上
新

田
・
中
久
保
線
、
新
白
河
駅
西
口
広
場
な

ど
の
整
備
の
ほ
か
、
道
路
、
水
路
、
上
下

水
道
、
教
育
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
、

ま
た
、
現
在
小
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
を
中
学
生
ま
で
に
拡
大
す
る
な
ど
、
村

民
の
福
祉
、
生
活
の
向
上
に
向
け
て
、
子

育
て
支
援
、
医
療
介
護
、
産
業
振
興
、
教

育
文
化
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
重
ね
て
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高木信嘉 議長



広報にしごうNo.469 　　Ｈ２２．　１．　１

　

昨
年
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
が

村
立
西
郷
第
二
中
学
校
の
講
堂
で

開
催
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

「
２
０
０
９
に
し
ご
う
の
ど
自
慢

大
会
」
が
、
十
二
月
六
日
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
二
十
一
年

度
文
化
活
動
推
進
事
業
の
一
環
で

村
と
教
育
委
員
会
の
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う
に
早

朝
か
ら
開
場
を
待
つ
、
観
客
の
姿

が
あ
り
、
約
八
百
名
を
超
え
る
方

が
入
場
し
、
出
場
者
に
声
援
を
送

り
ま
し
た
。

　

予
選
は
、
村
内
外
か
ら
の
出
場

者
百
三
十
組
で
、
午
前
九
時
四
十

分
か
ら
、
午
後
二
時
三
十
分
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
者
の
最
年
長
者
は
、
古
川 

末
子
さ
ん
、
九
十
二
歳
で
、「
つ

れ
あ
い
」
を
歌
い
、
最
年
少
者
は

「
夢
を
か
な
え
て
ド
ラ
え
も
ん
」

を
歌
っ
た
吉
田
三
兄
妹
の
千
夏

ち
ゃ
ん
二
歳
で
す
。

　

審
査
は
、
白
河
市
在
住
の
作
詞

家
、
近
藤
文
治
さ
ん
を
は
じ
め
村

の
教
育
関
係
者
八
名
の
み
な
さ
ん

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
八
名
の
方
が
決
勝
に
進

出
し
ま
し
た
。　

　

決
勝
の
前
に
は
、
昨
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
で
決
勝
進
出
を
果

た
し
、
特
別
賞
に
輝
い
た
エ
リ
ッ

ク
・
バ
ッ
ク
さ
ん
な
ど
五
名
の
方

が
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
自
慢
の

の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

西
郷
村
追
原
出
身
の
演
歌
歌
手
、

白
川
恵
美
さ
ん
が
地
元
を
歌
っ
た

「
雪
割
橋
」
を
会
場
の
方
と
一
緒

に
歌
い
、
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

決
勝
に
残
っ
た
八
名
の
方
は
、

予
選
会
と
は
気
持
ち
も
新
た
に
、

二
コ
ー
ラ
ス
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
矢
吹
町
か
ら
出
場
の

中
学
二
年
生
、
津
吹
実
佑
さ
ん
が

最
優
秀
歌
唱
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
の
近
藤
文
治
さ
ん

は
、「
出
場
者
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、

甲
乙
付
け
が
た
い
。
そ
し
て
二
歳

か
ら
九
十
二
歳
と
幅
の
広
い
層
に

歌
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
る
こ

と
が
う
れ
し
い
。
こ
の
大
会
が
さ

ら
に
続
く
こ
と
を
望
み
ま
す
」と
、

講
評
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▼
最
優
秀
歌
唱
賞

▼
奨
励
賞
（
中
学
生
の
部
）

　

津
吹　

実
佑
（
矢
吹
町
）

　

曲
名　
【
父
娘
坂
】

▼
優
秀
歌
唱
賞

　

門
藤　

一
（
西
郷
村
）

　

曲
名　
【
あ
り
が
と
う
感
謝
】

▼
歌
唱
賞

　

小
貫　

歩
海
（
棚
倉
町
）

　

曲
名　
【
女
の
漁
歌
】

▼
歌
唱
賞

　

中
崎　

み
い
子
（
白
河
市
）

　

曲
名　
【
お
父
う
】

▼
敢
闘
賞

　

真
船　

利
男
（
西
郷
村
）

　

曲
名　
【
さ
ぶ
】

▼
敢
闘
賞

　

大
塚　

ミ
ッ
シ
ェ
ル（
西
郷
村
）

　

曲
名　
【
三
日
月
】

▼
敢
闘
賞

　

石
井　

京
子
（
西
郷
村
）

　

曲
名　
【
雪
が
降
る
】

▼
敢
闘
賞

　

小
山　

正
子
（
西
郷
村
）

　

曲
名　
【
じ
ょ
ん
か
ら
女
節
】

▼
最
年
長
賞
（
92
歳
）

　

古
川　

末
子
（
西
郷
村
）

　

曲
名　
【
つ
れ
あ
い
】　

▼
個
人
の
部
最
年
少
賞（
7
歳
）

▼
奨
励
賞
（
小
学
生
の
部
）

　

鈴
木　

花
怜
（
西
郷
村
）

　

曲
名　
【
あ
さ
な　

ゆ
う
な
】

▼
グ
ル
ー
プ
賞

　

モ
ン
テ
ィ
ー
ポ
ー
テ
ィ
ー

 　
　
　
　
　
　
（
西
郷
村
）

　

曲
名
【
Ｙ
Ａ
Ｈ
・
Ｙ
Ａ
Ｈ
・
Ｙ
Ａ
Ｈ
】

▼
ユ
ー
モ
ア
賞

　

萩
原　

岳
人
（
西
郷
村
）

　

曲
名　
【
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
】

▼
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞

　

堀
込　

ヒ
デ
子
（
西
郷
村
）

　

曲
名　
【
お
け
さ
海
峡
】　

▼
奨
励
賞
（
幼
児
の
部
）

　

吉
田
兄
妹
（
西
郷
村
）

　

曲
名　
【
夢
を
か
な
え
て
ド

　
　
　
　

ラ
え
も
ん
】

▼
福
島
民
友
新
聞
社
賞

　

三
本
木　

長
重
（
泉
崎
村
）

　

曲
名　
【
流
氷
の
駅
】

▼
福
島
民
友
新
聞
社
賞

　

横
村　

秀
雄
（
西
郷
村
）

　

曲
名　
【
も
う
一
度
札
幌
】

▼
福
島
民
報
社
賞

　

小
島　

忍
（
西
郷
村
）

　

曲
名　
【
雨
足
】

▼
福
島
民
報
社
賞

　

宮
本　

清
子
（
泉
崎
村
）

　

曲
名　
【
ノ
ラ
】

　

今
回
、
会
場
に
は
村
内
外
か
ら

多
く
の
観
客
が
つ
め
か
け
、
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
村
内
か

ら
出
場
し
、
優
秀
歌
唱
賞
に
輝
い

た
門
藤 

一
さ
ん
に
は
、
ひ
と
き

わ
大
き
な
か
け
声
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
門
藤
さ
ん
に
お
話
し
を

伺
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
度
は
、
優
秀
歌
唱
賞
を

い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
自
宅
で
カ
ラ
オ
ケ
が
楽
し
め

る
環
境
の
た
め
、歌
っ
て
い
ま
す
。

今
回
も
た
く
さ
ん
の
知
人
に
応
援

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
の

得
意
と
す
る
の
は
、
バ
ラ
ー
ド
で

す
が
、
演
歌
も
好
き
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
歌
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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平
成
二
十
一
年
第
四
回
定
例
会
（
十
二
月
四
日
〜
十
一
日
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
に
、
条
例
の
制
定
や
改
正
、
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
な
ど
村
長
提

出
議
案
十
五
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
の
主
な
件
名
と
議
決
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

村
長
提
出
議
案

▽
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
可
決
）

　

独
立
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
農

業
委
員
会
委
員
の
委
員
会
出
席
の

際
の
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
し
、
当
該
条
例
の
規
定
を
特

別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
規
定
に
統
合
す
る
た
め
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
集
会
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
可
決
）

　

熊
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
新
設
に
伴
い
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成
二
十
年
度
繰
越
明
許
西
郷

村
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
工
事

請
負
変
更
契
約
に
つ
い
て（
可
決
）

　

平
成
二
十
一
年
六
月
十
八
日
付

け
を
も
っ
て
、
地
域
情
報
通
信
基

盤
整
備
工
事
に
着
手
し
た
が
、
工

事
請
負
契
約
の
内
容
に
一
部
変
更

が
生
じ
た
の
で
、
変
更
の
議
決
を

得
ま
し
た
。

▽
土
地
及
び
建
物
の
取
得
に
つ
い

て
（
可
決
）

　

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
と
協
議
し
合
意
形
成
さ
れ

た
の
で
、
西
郷
村
定
住
促
進
住
宅

用
地
及
び
建
物
を
取
得
す
る
た
め

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
定
住
促
進
住
宅
条
例

（
可
決
）

　

地
方
自
治
法
第
二
四
四
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
設
置

及
び
管
理
に
関
し
て
、
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
可
決
）

　

熊
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
管
理
を
集
会
施
設
の
所
在
す
る

行
政
区
の
区
長
に
指
定
す
る
た
め

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
（
同
意
）

　

西
郷
村
教
育
委
員
会
委
員　

小
菅
秀
雄
氏
が
、
平
成
二
十
一
年

会 計 補 正 額 総 額
一 般 会 計 5,406 千円 8,059,344 千円
国民健康保険特別会計 14,467 千円 1,765,877 千円
公共下水道事業特別会計 △ 3,681 千円 1,032,117 千円
農業集落排水事業特別会計 △ 2,918 千円 186,455 千円
介護保険事業特別会計 2,210 千円 901,011 千円
後期高齢者医療特別会計 120 千円 110,686 千円

●一般会計・特別会計【12 月補正】●公営企業会計【12 月補正】 
区 分 補 正 額 総 額

水道事
業会計

収益的
収入 4,942 千円 339,674 千円
支出 4,942 千円 339,674 千円

資本的
収入 △ 2,746 千円 25,556 千円
支出 △ 9,226 千円 145,218 千円

区 分 補 正 額 総 額
工業用水

道事業
資本的

収入 △ 6,120 千円 8,730 千円
支出 △ 3,813 千円 135,117 千円

第
二
回

〜
介
護
予
防
の
効
果
に
つ
い
て
〜

介
護
予
防
は
こ
ん
な
に

効
果
的

　

介
護
予
防
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
い
き
い
き
と

し
た
毎
日
を
続
け
て
い
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。「
年
だ
か
ら

…
」
と
い
っ
て
あ
き
ら
め
な
く

て
い
い
の
で
す
。
ぜ
ひ
介
護
予

防
を
お
ス
ス
メ
し
ま
す
。

活
動
的
な
八
十
五
歳
を

目
指
し
ま
し
ょ
う

　

二
〇
三
〇
年
に
は
、
わ
が
国

の
高
齢
化
率
は
三
十
一
・
八
％

に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
村
の
現
在
の
人
口
に
に
当

て
は
め
る
と
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
が
六
千
百
七
十
六
人
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
は
、
も
う
ご
隠
居
さ

ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
の
活

力
を
支
え
る
源
な
の
で
す
。　

　

村
の
二
〇
〇
五
年
の
高
齢
化

率
は
十
七
・
〇
％
で
、
高
齢
者
人

口
は
三
千
三
百
十
五
人
で
す
が
、

ご
高
齢
の
方
の
割
合
は
今
後
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

い
ま
住
ん
で
い
る
地
域
の
た

め
に
、
皆
さ
ん
が
し
て
い
る
こ

と
は
何
か
あ
り
ま
す
か
？
い
ま

は
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
将

来
し
て
み
た
い
と
思
う
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？ 

ま
ず
、
何

か
ら
始
め
ま
す
か
？
介
護
予
防

は
、
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
皆
さ

ん
が
健
康
で
い
る
こ
と
が
地
域

の
活
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
将
来
の
健
康
は
、

自
分
自
身
で
維
持
・
管
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

介
護
予
防
は
、
い
つ
ま
で

も
、
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
送
る
た
め
の
取
り
組
み

で
す
。

　

介
護
予
防
で
健
康
を
維
持

し
て
、
地
域
を
支
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

前
号
で
ご
紹
介
し
た
運
動
施

設
や
医
療
機
関
に
委
託
し
て
い

る
事
業
の
他
に
、
本
年
度
十
一

月
か
ら
二
月
に
か
け
て
米
農
林

漁
家
・
婦
人
活
動
促
進
施
設
に

小
針
孝
廣
先
生
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
て
「
シ
ニ
ア
健
康
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
公
民
館
な
ど
で
事
業
を
実

施
す
る
際
に
地
域
の
皆
さ
ん
に

ご
案
内
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
、「
介
護
予
防
は
『
好

循
環
を
生
み
出
す
仕
組
み
』」

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

■
問
合
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
５
―
５
１
２
１

介
護
予
防
教
室
の
紹
介

　介護予防事業に参加した方
1,000 人を１年間追跡調査し
たところ、介護が必要な状態
になった人が導入前に比べて
11.4％減少しました。

介護が必要に
なった人
1,000 人中 56 人

介護が必要に
なった人
1,000 人中 49 人

施策導入前
施策導入後

十
二
月
二
十
一
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
り
、
再
度
、
委
員
と
し

て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

請
願
・
陳
情

　
第
四
回
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
は
そ
れ
ぞ
れ
一
件
で
し

た
。

　

各
所
管
の
常
任
委
員
会
が
審
査

し
、
本
会
議
に
お
い
て
次
の
と
お

り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

        

請　

願

▽
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
推
進
路
線

の
見
直
し
を
求
め
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の

推
進
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
（
採
択
）

　
　
　

　
　
　

陳　

情

▽
多
重
債
務
者
対
策
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情
に
つ
い

て
（
採
択
）
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　村内の松竹工芸社が開発した桐細工小箱が、

第９回ふくしま特産品コンクールの生活・工芸

品部門において、奨励賞を受賞しました。

　これは、県産品育成を図ることを目的に、毎

年開かれているもので、小針悦也社長は、「見

た目の美しさと共に、手触りの良さ、温かみの

ある商品になりました」と、話していました。

　毎週木曜日、米農林漁家・婦人活動促進施設

において「シニア健康教室」が開かれています。

　今回は、「介護予防口腔の健康について」と、

題し、歯科衛生士の須藤智子さんが、パネルを

使い、わかりやすく実技指導を行いました。

　年齢と共に口が渇き、食べ物が飲み込みにく

くなるため日頃から、だ液の分泌を促すため

のマッサージなどが大事であるということで、

20 名の参加者は真剣に取り組んでいました。

　村立西郷幼稚園で「そば打ち体験会」が行われ

ました。真船地区の真船義夫さんを講師に、おば

あちゃんやお母さんもお手伝いをしました。

　そば粉は真船さんが栽培したものを利用し、み

んなで順番にそば粉をこねて、棒でのばし、切り

ました。それをお母さんたちにゆでてもらい、打

ちたて、ゆでたてのおいしいそばを食べ、一足早

い年越しそばに園児達は、大喜びでした。

　毎月開かれている寿学級の閉講式が、ちゃぽラ

ンド西郷で行われました。参加者全員でラジオ体

操をした後、白河消防署西郷分署長の角田明さん

から、「火災予防」のお話しを聞き、これからの

季節、一人ひとりの注意で火災を出さないことを

再認識していました。その後、久間木元子さん、

秋山栄子さん、金沢 満さん３名の学級生による

体験発表があり、閉講しました。

　福島県納税貯蓄組合連合会主催の、
中学生の「税についての作文コンクー

ル」において、西郷第一中学校３年生

の真船亮君の「なくてはならないも

の」が、東北地区納税貯蓄連合会長賞

を受賞、西郷第二中学校３年生の相川

真将君の「私達の生活と税のかかわり

方」が、白河地区納税貯蓄連合会長賞

を受賞しました。

　羽太小学校で、ＰＴＡ主催のもちつき大会が

行われ 20 組の親子が参加しました。

　学校田で収穫した古代米を使い、全員でもち

につきあげ、できあがったもちを雑煮やあんこ

もちにして、みんなで食べました。

　またこの日は、門松作りも行われ、一足早い

お正月気分を味わっていました。

    

　みずほ保育園の園児が、デイサービスセンター

ふれあいの家を慰問し、踊りを披露しました。

　男の子たちは、おそろいのスカーフを首に巻

き、女の子たちは、色とりどりのポンポンを手

に持ち、それぞれ音楽にあわせて元気に踊りま

した。その後、施設利用者と園児たちがプレゼ

ントの交換をし、楽しく過ごしました。　

    

　白河地区交通

安全大会におい

て、長谷部修一さ

んは、優良運転手

として交通事故防

止、交通安全のた

め尽力された功績

が認められ、東北

管区警察署長・東

北交通安全協会長連盟表彰

の「交通栄誉章」を受賞し

ました。

　また同席上、交通功労者

として廣川良子さん、優

良運転者として須藤正一さ

んが表彰されました。
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西郷村中央公民館図書室だより

■問合せ　企画調整課（広報統計係）☎２５－２９４３

１日（金）～４日（月）
・12 日（火）・18 日（月）
・25 日（月）

　

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
「
龍
馬
伝
」
で
す
。

そ
こ
で
、
中
央
公
民
館
図
書
室
で
は
「
坂
本

龍
馬
」
や
坂
本
龍
馬
が
活
躍
し
た
時
代
に
関

連
す
る
図
書
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

「
坂
本
龍
馬
」
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
、
幕

末
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の
時
代
に
興
味
が
あ

る
方
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
般
書　

　

恋
細
工　
　
　
　
　
　
　

西
城　

奈
加

　

掏
摸
（
ス
リ
）  　
　
　
　

中
村　

文
則

　

青
嵐
の
譜　
　
　
　
　
　

天
野　

純
希　

児
童
書　

　

カ
ー
ル
じ
い
さ
ん
の
空
飛
ぶ
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

は
る
な

　

う
ち
の
こ　

み
ま
せ
ん
で
し
た
？

　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ン
シ
ー
・
タ
フ
リ

　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ふ
た
ご
の
ほ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
な
せ　

た
か
し

新
着
図
書
案
内

よモーくん “龍馬” version

お

知

ら

せ

　

九
月
よ
り
行
っ
て
い
ま
し
た
図
書
の
整
理
作
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

一
部
本
棚
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
替
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　2月 1 日を調査期日として、おおむね 1月中旬から 3月上旬の期間で 2010 年世界農林業センサスが行われます。農林業セ
ンサスは、我が国の農林業の生産構造、農山村地域の実態を明らかにすることを目的に、5年ごとに実施している大規模調査で、
下表のようなことがわかります。

総 農 家 数 販売農家数 自 給 的
農 家 数

総 農 家
耕 地 面 積

販 売 農 家
耕 地 面 積

自給的農家
耕 地 面 積

2000 年 899 783 116 1,456 1,433 23
2005 年 813 660 153 1,295 1,269 25
増 加 率 -9.6 -15.7 31.9 -11.1 -11.4 8.7
【表：農家数と耕地面積（資料：2000 年および 2005 年世界農林業センサス）】

　農林業センサスには、2つの調査があり、それぞれの調査方法や調査内容についてご説明します。

（販売農家：経営耕地面積が 30 ａ以上又は調査期日前１年
間における農産物販売金額が 50 万円以上の農家。自給的農
家：経営耕地面積が 30 ａ未満で、かつ、調査期日前１年間
における農産物販売金額が 50 万円未満の農家。経営耕地：
調査期日現在で農林業経営体が経営している耕地をいい、自
家で所有し耕作している耕地と、よそから借りて耕作してい
る耕地の合計。）

　お答えいただいた調査内容は統計以外の目的に使用されることが固く禁じられており、また、統計に携わる村職員ならびに調
査員には守秘義務があります。
　調査員がお伺いした際には、調査へのご協力をよろしくお願いします。

   農業や林業を行っている農家・林家や法人などを対象とした調査で、
都道府県知事から
任命された統計調査員が訪問し、調査対象となる条件を満たしているか
お伺いします。
　 調査の対象となった場合は調査票をお渡しし、ご記入いただきます。

　世帯員の構成と就業状況、農地・山林の所有・利用状況、農林産物の
生産販売状況などを調査します。

　農林行政の企画・立案や中・長期的な国土利用計
画や経済計画の策定、地方交付税の算出のための基
礎資料として利用されます。

どうやって調査するの？

どんなことを調べるの？

どんなことに利用されるの？

農林業経営体調査

  農業集落地域の状況に精通している方を対象とした調査で、
地方農政局長から
任命された調査員がお伺いして調査を行います。

　農業集落内の耕地面積、地域資源（農地・森林・水路等）の保全状況
などを調査します。

　農林水産省が農林業の振興や農山村の地域活性化のために行っている
様々な施策策定や推進の基礎資料として利用されます。

どうやって調査するの？

どんなことを調べるの？

どんなことに利用されるの？

農山村地域調査

　

村
で
は
、
通
信
事
業
者
が
提
供

す
る
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
JR
新
白
河

駅
、
複
数
の
大
型
商
業
施
設
な
ど

が
所
在
す
る
南
部
を
中
心
に
利
用

が
可
能
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
地

域
に
お
い
て
は
未
提
供
と
い
う
村

内
の
情
報
格
差
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
同
じ
村
に
住
ん

で
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
地
域
に

よ
り
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

を
利
用
で
き
な
い
住
民
の
方
々
が

い
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
は
、
情
報

通
信
技
術
を
利
用
し
た
高
速
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
必
要
と
す

る
高
度
情
報
社
会
実
現
に
向
け

て
、
環
境
整
備
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
平
成
十
九
年
度
に

は
、
村
情
報
通
信
環
境
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
多
く
の
方

か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

未
提
供
地
域
に
お
け
る
情
報
通
信

格
差
の
是
正
を
図
る
た
め
、
通
信

事
業
者
に
対
し
て
要
望
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
理
的
・

地
形
的
な
制
約
や
採
算
性
等
か
ら

通
信
事
業
者
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
、
容
易
に

進
ま
ず
地
域
間
に
お
け
る
情
報
格

差
が
広
が
る
状
況
で
し
た
。

　

だ
れ
も
が
情
報
通
信
技
術
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
都
市
部
と
同
じ

情
報
環
境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

で
、
情
報
格
差
の
解
消
を
図
り
、

暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
の
整
備
と

情
報
通
信
技
術
を
利
用
し
た
村
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
、
平
成
二
十

年
度
西
郷
村
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
を
行
い
、

村
役
場
内
に
情
報
発
信
の
拠
点
と

な
る
情
報
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、

小
中
学
校
を
含
む
公
共
施
設
を
光

フ
ァ
イ
バ
網
で
接
続
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
一
部

を
通
信
事
業
者
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

安
心
・
快
適
な
活
力
の
あ
る
、
村
づ
く
り
の
た
め
に　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
郷
村
内
に
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
整
備

　

近
年
の
情
報
通
信
技
術
は
、
大
容
量
の
デ
ー
タ
通
信
が
容
易

に
出
来
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
村
で
は
、
生
活
環
境
の
変
化

に
伴
い
、
情
報
通
信
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
た
快
適
な
生
活

の
実
現
に
向
け
、
平
成
二
十
年
度
総
務
省
の
情
報
通
信
格
差
是

正
事
業
の
補
助
を
受
け
て
「
西
郷
村
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基

盤
施
設
整
備
事
業
」、
今
年
度
は
、「
西
郷
村
地
域
情
報
通
信
基

盤
整
備
事
業
」
を
行
い
、
村
内
に
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
整
備
し
て

い
ま
す
。

貸
付
け
、
B
フ
レ
ッ
ツ
提
供
の
拡

大
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
お
い
て
は
、
前
年
度

に
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
を
幹
線

ル
ー
ト
と
し
、
新
た
に
芯
線
開
放
に

よ
る
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

を
村
内
ほ
ぼ
全
域
に
拡
大
す
る
た

め
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
整
備
す
る

「
西
郷
村
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
二
十
二
年
春
の
サ
ー

ビ
ス
開
始
を
目
指
し
て
工
事
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
同
時
に
西

郷
村
B
フ
レ
ッ
ツ
仮
申
込
を
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
接
続

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
仮
申
込
用

紙
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
仮
申
込
に
際
し
て
、
費
用

を
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

企
画
調
整
課　

企
画
情
報
係

　

☎
２
５
│
２
９
４
３

� kikaku@
vill.nishigo.

fukushim
a.jp

村
が
光
フ
ァ
イ
バ
網
の

　
　
　
　

整
備
を
す
る
の
か
？



広報にしごうNo.469 　　Ｈ２２．　１．　１

西
郷
村
人
材
育
成
基
金

　

〜 

事
業
募
集
に
つ
い
て
〜

　

こ
の
基
金
は
、
村
民
の
皆
様
の
主
体

的
で
、
自
主
的
な
む
ら
づ
く
り
活
動
や

ひ
と
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
助
成
の
対
象
と
な
る
事
業

　

①
個
人
や
団
体
で
地
域
活
性
化
、
教

　
　

育
、
産
業
、
福
祉
な
ど
の
振
興
の

　
　

た
め
に
自
主
的
な
活
動
を
し
よ
う

　
　

と
す
る
事
業　

　

②
そ
の
他
人
材
育
成
の
た
め
に
必
要

　
　

と
認
め
ら
れ
る
事
業

●
助
成
の
額

　

①
の
事
業
…
収
益
を
伴
う
場
合
は
、
経

　
　

費
の
２
分
の
１
以
内
、
収
益
を
伴
わ

　
　

な
い
場
合
は
３
分
の
２
以
内
で
、
い

　
　

ず
れ
も
限
度
額
は
50
万
円
（
３
年
間

　
　

を
限
度
と
す
る
）。

　

②
の
事
業
…
必
要
と
認
め
ら
れ
る
額

●
募
集
期
間
（
一
次
募
集
）

　
　

３
月
末
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
添

　

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
係
）

小
型
除
雪
機
を
貸
し
出
し
ま
す

　

村
で
は
、
歩
道
な
ど
の
除
雪
を
行
う

行
政
区
に
積
雪
の
期
間
、
小
型
除
雪
機

を
貸
し
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

借
り
受
け
を
希
望
す
る
行
政
区
は
、

行
政
区
長
を
通
じ
て
「
小
型
除
雪
機
借

受
申
込
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
に
は
、

村
が
審
査
し
た
上
で
抽
選
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
除
雪
機
の
貸
し
出
し
料　

無
料

●
貸
し
出
し
台
数　
　
　

4
台

●
貸
し
出
し
条
件

　

①
除
雪
機
の
借
り
受
け
申
請
は
行
政

　
　

区
長
が
行
い
、
個
人
的
な
目
的
で

　
　

使
用
し
な
い
こ
と
。

　

②
除
雪
機
の
運
搬
に
掛
か
る
費
用
は
、     

　
　

行
政
区
で
負
担
す
る
こ
と
。

　

③
除
雪
機
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の

　
　

責
任
で
注
意
し
て
取
り
扱
う
こ
と
。

　

④
行
政
区
に
貸
し
付
け
る
除
雪
機
の

　
　

台
数
は
、
1
行
政
区
に
１
台
を
上

　
　

限
と
す
る
。

　

⑤
宅
地
や
事
業
所
内
か
ら
か
き
出
さ

　
　

れ
た
雪
の
除
雪
は
行
わ
な
い
こ
と
。

■
問
合
せ
・
申
込
み　

建
設
課
（
管
理
係
）

村
道
の
除
雪
に
つ
い
て

　

冬
期
間
、
村
で
は
連
続
し
た
道
路
積

雪
が
概
ね
15
セ
ン
チ
以
上
の
場
合
、
除

雪
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

除
雪
作
業
は
主
に
夜
間
か
ら
早
朝
に

か
け
て
行
い
、
通
勤
・
通
学
時
間
ま
で

を
目
途
に
交
通
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

　

幹
線
道
路
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線
を

優
先
し
、
順
次
、
通
常
ど
お
り
の
除
雪

と
拡
幅
作
業
を
行
い
ま
す
が
、
大
雪
の

場
合
に
は
、
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
事
が

　

・
１
人
暮
ら
し
の
方
（
た
だ
し
、
世
帯

　
　

が
別
で
も
同
居
の
方
が
い
る
場
合
や

　
　

同
一
敷
地
内
に
家
族
が
住
ん
で
い
る

　
　

場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
）。

　

・
65
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ
た
世
帯

　
　

の
方
。

　

②
重
度
身
体
障
が
い
者
の
方

　

・
寝
た
き
り
の
重
度
身
体
障
が
い
者
な

　
　

ど
の
方
。

　

・
１
人
暮
ら
し
の
方
（
た
だ
し
、
世
帯

　
　

が
別
で
も
同
居
の
方
が
い
る
場
合
や

　
　

同
一
敷
地
内
に
家
族
が
住
ん
で
い
る

　
　

場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
）。

　

・
身
体
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
の
重
度

　
　

身
体
障
が
い
者
の
方
。

●
対
象
と
な
る
寝
具
お
よ
び
利
用
金
額

　

・
寝
具
の
区
分
ご
と
に
各
２
枚
ま
で
と

　
　

し
、
合
計
３
枚
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

・
健
康
布
団
、
特
種
布
団
類
、
パ
ジ
ャ

　
　

マ
類
は
対
象
外
で
す
。

　

・
対
象
寝
具
以
外
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

●
実
施
日

　

・
回
収　

２
月
18
日
㈭

　

・
納
品　

２
月
25
日
㈭

●
申
込
み

　
　

健
康
推
進
課
に
あ
る
申
請
書
に
記
入

　

し
、
１
月
25
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
高
齢
者
支
援
係
）

　
農
地
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　

農
地
の
減
少
を
食
い
止
め
、
確
保
す
る

と
と
も
に
、
農
地
の
貸
借
を
や
り
や
す
く

し
、
最
大
限
利
用
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
、
農
地
法
の
一
部
が
左
記
の
よ
う
に

改
正
と
な
り
ま
し
た
。

●
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　

①
農
地
の
貸
借
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
農

　
　

地
を
利
用
で
き
る
者
の
範
囲
が
拡
大

　
　

さ
れ
ま
す
。

　

②
遊
休
農
地
に
対
す
る
指
導
が
強
化
さ

　
　

れ
、
農
業
委
員
会
が
年
一
回
農
地
の

　
　

利
用
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

　

③
違
反
転
用
な
ど
に
対
す
る
処
分
・
罰

　
　

則
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

④
相
続
な
ど
に
よ
っ
て
農
地
を
取
得
し

　
　

た
と
き
は
農
業
委
員
会
へ
の
届
け
出

　
　

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
解
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
作
業
を
行
う
時
は
周
囲

の
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
地
吹
雪
な
ど
の
状
況
に

よ
り
歩
行
者
な
ど
が
死
角
に
入
る
事
が

あ
り
ま
す
。
歩
行
者
や
自
転
車
の
方
は

作
業
中
の
除
雪
車
に
は
絶
対
に
近
づ
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

建
設
課
（
管
理
係
）

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

事
業
実
施
に
つ
い
て

　　

在
宅
で
生
活
す
る
寝
た
き
り
な
ど
の
高

齢
者
の
方
や
、
身
体
障
が
い
者
の
方
の
寝

具
類
の
衛
生
向
上
を
図
り
、
居
宅
生
活
で

の
就
寝
の
快
適
化
と
健
康
保
持
の
促
進
を

目
的
と
し
、
年
２
回
行
っ
て
お
り
、
こ
の

度
２
回
目
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
利
用
の
際
に
は
料
金
の
一
部

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
方

　
　

西
郷
村
に
住
所
が
あ
り
、
居
宅
す
る 

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
、
40
歳
以
上

　

の
重
度
身
体
障
が
い
者
の
方
（
障
が
い

　

程
度
が
１
・
２
級
）
で
あ
っ
て
、
次
の

　

一
つ
に
該
当
し
、
家
庭
に
お
い
て
は
寝

　

具
類
の
洗
濯
乾
燥
が
困
難
な
方
。

　

①
高
齢
者
の
方

　

・
要
介
護
３
以
上
に
認
定
さ
れ
た
方
。

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学校給食センター 25-1256

地域包括支援センター 25-5121

保健福祉センター他   ※代表（25-1111）からの転送は不可

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                 　　　　　(生活環境・交通防災 ）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

福   祉   課（国  　保）
                　　　　　(地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

議 会 事 務 局 25-2980
農業委員会事務局 25-2946

商 工 観 光 課 25-2910 西郷村土地改良区 25-1116
農 政 課 25-1116 学 校 教 育 課 25-2370

建 設 課 25-1117
25-1118

生 涯 学 習 課 25-2371
代 表 25-1111

●歯科医　１月休日当番日
１日酒 井 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-2303
  ２日 た ま ち 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-4889
  ３日 佐 久 間 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-3118
  10 日 佐 藤 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-1184
11 日 鈴 木 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-6191
17 日 鈴木歯科医院（表郷）（白河市）☎ 32-2029
24 日 す ず き 歯 科（矢吹町）☎ 44-5555
31 日 須 藤 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-6460

●小児科医　１月休日当番日
  １日 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  ２日 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
３日 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  10 日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
11 日 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
17 日 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
24 日 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
31 日 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001

●内科医　１月休日当番日
 １日 新 白 河 中 央 病 院（白河市）☎ 28-1111
  ２日 田 口 病 院（白河市）☎ 24-1111
  ３日 田 口 病 院（白河市）☎ 24-1111
  10 日 県 立 矢 吹 病 院（矢吹町）☎ 42-3111
11 日 小 針 医 院（矢吹町）☎ 42-2366
17 日 城 南 医 院（白河市）☎ 22-3541
24 日 佐藤循環器科内科クリニック（白河市）☎ 24-2311
31 日 さかの整形外科クリニック（白河市）☎ 24-5111

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

　日曜・祝日のみ（9時～ 17 時）
●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］１月 10・17・24・31 日（8 時 30 分～ 12 時 30 分）

●今月の納税及び上下水道使用料

村 県 民 税（４　期）
国 民 健 康 保 険 税（７　期）
介 護 保 険 料（７　期）
後期高齢者医療保険料（６　期）
上 下 水 道 使 用 料（１月分）
２月１日（月）までにお納めください。

※納税は便利な口座振替で

区　　分 種　　類 金　　額

掛 布 団 類
綿 布 団 190 円
羊 毛 布 団 260 円
羽 毛 布 団 350 円

敷 布 団 類
綿 布 団 190 円
羊 毛 布 団 260 円
羽 毛 布 団 350 円

毛 布 類
綿 毛 布 50 円
羊 毛 毛 布 100 円
二 重 毛 布 100 円

寝 巻 類 丹 前 100 円



広報にしごうNo.469 　

●
日
時

　

２
月
５
日
㈮　

13
時
〜
16
時

●
場
所

　

白
河
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
白
河
市
中
田
140
）

●
参
加
費　

無
料

●
対
象
者　

一
般
住
民
の
方

●
内
容

　

①
基
調
講
演（
13
時
15
分
〜
14
時
30
分
）

　

・
演
題

　
　
「
発
達
障
が
い
の
理
解
と
支
援
」

　
　

〜
包
括
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
を

　
　

め
ざ
し
て
〜

　

・
講
師　

本
田 

秀
夫
氏

　
　

横
浜
市
西
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
長

　

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
14
時
40
分
〜
16
時
）

　

・
テ
ー
マ

　
　
「
発
達
障
が
い
児
・
者
に
対
す
る
県

　
　

内
の
支
援
」

　
　

〜
家
庭
・
教
育
・
行
政
・
医
療
の

　
　

連
携
〜

●
申
込
み

　

１
月
20
日
㈬
ま
で
に
左
記
ま
で
電
話

　

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

福
島
県
精
神
保
健
福
祉
協
会 

県
南
支

　

部
事
務
局
（
塙
厚
生
病
院 

医
療
福
祉

　

相
談
室
）

　

☎
０
２
４
７
―
４
３
―
２
９
１
９

　

℻
０
２
４
７
―
４
３
―
３
３
９
４

村
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

●
日
時

　

１
月
23
日
㈯　

７
時
〜　

※
荒
天
中
止

●
場
所

　

グ
ラ
ン
デ
ィ
羽
鳥
湖
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

●
定
員　

30
名

●
対
象
者

　

西
郷
村
民
お
よ
び
村
内
に
職
を
有
す
る

　

方
、
小
学
生
以
上

※
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
参
加
料

　

・
大　

人　

３
，
５
０
０
円

　

・
中
学
生　

３
，
０
０
０
円

　

・
小
学
生　

２
，
５
０
０
円

※
保
険
料
、
リ
フ
ト
券
代
含
む

■
問
合
せ
・
申
込
み

　

１
月
15
日
㈮
ま
で
に
料
金
を
添
え
て

　

左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課
（
体
育
振
興
係
）

農
家
の
皆
様
へ

農
地
の
貸
借
、
利
用
権
の
設
定
に
つ
い
て

　

今
年
、
都
合
に
よ
り
田
畑
を
耕
作
で
き

ず
農
地
を
貸
し
た
い
、
ま
た
集
積
、
規
模

拡
大
の
た
め
農
地
を
借
り
た
い
と
お
考
え

の
農
家
の
方
は
、
３
月
10
日
㈬
ま
で
に
農

業
委
員
会
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
既
に
農
地
の
貸
借
を
し
て
い

て
、
今
回
契
約
更
新
の
必
要
が
あ
る
農
家

の
方
も
、
お
早
め
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
届
け
出
の
用
紙
は
農
業
委
員
会

に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

第
９
回
心
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し

ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
け
ん
な
ん

テ
ー
マ
「
発
達
障
が
い
の
理
解
と
支
援
」

　

発
達
障
が
い
は
、
乳
幼
児
期
早
期
か

ら
の
適
切
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
発
達
障
が
い
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
深
め
、
今
後
の
支
援
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
、
横
浜
市

西
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
の
本
田
秀
夫

先
生
を
お
迎
え
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご

参
加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
西
郷
村
に
寄
附
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹

　

介
し
ま
す
。

▼
上
石
商
店

　

上
石　

光
男
氏

　
（
11
月
11
日
、
教
育
推
進
事
業
の
た
め

　

に
）　
　
　
　

  　
　

一
〇
、〇
〇
〇
円

▼
高
久　

義
教
さ
ん　
　
　
　
【
鶴
生
】

　
（
11
月
18
日
、
故
高
久
ヨ
シ
氏
の
遺
志

　

と
し
て
社
会
福
祉
の
た
め
に
）　
　
　

　

  　
　

 

　

一
○
〇
、〇
〇
〇
円

▼
大
倉　

修
さ
ん　
　
　
　
　
【
羽
太
】

　
（
11
月
30
日
、
故
大
倉
武
敏
氏
の
遺
志

　

と
し
て
村
政
発
展
の
た
め
に
）　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
佐
久
間　

千
恵
子
さ
ん　
【
白
河
市
】

　
（
11
月
30
日
、
村
政
発
展
の
た
め
に
）

　
　
　

  　
　
　

  　

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

◎
ふ
る
さ
と
納
税
に
寄
附
さ
れ
た
方
を

　

ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
山
縣　

民
敏
さ
ん　
　
　
【
東
京
都
】

　
（
11
月
13
日
、
ふ
る
さ
と
人
材
育
成
事

　

業
の
た
め
に
）

　
　
　
　
　

   

一
、
○
○
〇
、〇
〇
〇
円



　Ｈ２２．　１．　１

　西郷村の地域安全

■問合せ　住民生活課　交通防災係☎ 25-2197

　ＪＲＡウインズ新白河（美里真幸所長）より、
電光掲示盤設置委員会に対して、電光掲示盤用パ
ソコン１台と、村の
防犯灯等の台帳整備
に使用するデジカメ
１台を寄贈していた
だきました。

   地域安全推進協議会が定期的に行っている別荘
地防犯パトロール・不法投棄監視活動。今回はシ
ナシ地区、黒川地
区、甲子地区の３
箇所の別荘地を訪
問し防犯・不法投
棄監視活動を行い
ました。

別荘地にも安心を 役立てます
別荘地防犯パトロール・不法投棄監視活動（11 月 26 日） ＪＲＡ地元協力品贈呈式（11 月 30 日）

　地域安全推進協議会と地域安全活動推進員は、
テレビなどにも取り上げられ、地域安全活動が日
本で最も盛んと言われている東京都杉並区で、視
察研修を行いました。
　杉並区の職員から区で行っている活動を聞いた
後、杉並区にあるボランティア団体との意見交換
会を開き、お互いの活動の状況や問題点、今後の
課題などを話し合いました。

他地域の活動を視察研修！
地域安全推進協議会視察研修（11 月 19 日～ 20 日）

子どもが事件・事故に遭わないように
幼児交通防犯教室（12 月 4 日）

　交通安全母の会は、みずほ保育園で交通安全母の会幼児交
通安全教育事業として、幼児交通防犯教室を開きました。
　子どもたちを大人が守ることも大事ですが、さらに子ども
たちにも「事故に遭うかもしれない。」「犯罪に巻き込まれる
かもしれない。」という意識を持ってもらい、日頃から危険
な場所を確認し、事件・事故に遭わないような行動を身につ
けることが大事です。



2010 年 1 月
January行事
レカ ンダー

●今月の顔────
4ヵ月児検診に来ていた（11/26）

　　　　　　　元気はつらつな子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
　　　　鬼灯ミニコンサート（ＪＲ東日本白河駅舎内特設
　　　ステージ 16:00）
　　　　双六大会（まほろん 10:00）
　　　　「くらしの道具展」展示解説会（白河市歴史民俗
　　　資料館テーマ館 13:30）

　　　　　　土器づくり上級編（まほろん 10:00）
　　　　2010 新春歌謡コンサート（白河市東文化センター 13:00）
　　　　健康公開講座（健康長寿を実現するための７つの
　　　生活習慣）わたなべ内科医院　渡部則也
　　　　（マイタウン白河 11:00）

人口と世帯数（12月 1日現在）人口 19,872 人（前月比 +35）男 9,988 人（+13）女 9,884 人（+22）世帯数 6,677 戸（+19）

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

※行事日程等が変更になる場合もありますので、御了承ください。

・1/10

・1/10

・1/11

・1/16、23

・1/24
・1/24

日 月 火 水 木 金 土
1元旦 2

3 4官公庁仕事始め 5 6
新年子供会（世代
間交流）
（10:00みずほ保育園）
お元気運動教室開校式
（10:30 いわしなクリ
ニック運動ルーム ）

7
12 ～ 13 ヵ月児健
康相談
（9:30 保健福祉セン
ター）
お元気運動教室開校式
（13:30 ウエルネス
クラブ）

8
生活総合相談所
（9:00文化センター）
新年子供会
（10:00まきば保育園）
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

9
平成 22年村民
新年会
（11:00 グランディ
那須白河）

10
消防団出初式
（8:30 村民体育館）
平成 22年西郷村
成人式
（11:00文化センター）

11成人の日 12
母子手帳交付・健
康相談日
（13:00 保健福祉セン
ター）

13
だんごさし（世代
間交流）
（9:00みずほ保育園）
お元気運動教室
（10:30 いわしなクリ
ニック運動ルーム）

14
4 ヵ月児健康診査
（13:00 保健福祉セン
ター）
お元気運動教室
（13:30 ウエルネス
クラブ）

15
生活総合相談所
（9:00文化センター）
だんごさし
（10:00まきば保育園）
交通安全祈願祭
（11:00 鹿島神社）

16

17
熊倉コミュニティセ
ンター落成式
（11:00 熊倉コミュ
ニティセンター）
ＮＨＫラジオ体操
講習会
（15:00文化センター）

18 19　
サッカー教室
（10:00みずほ保育園）

20
お元気運動教室
（10:30 いわしなクリ
ニック運動ルーム）

21
メタボ教室
（9:30 保健福祉セン
ター）
お元気運動教室
（13:30 ウエルネス
クラブ）

22　
生活総合相談所
（9:00文化センター）
おみせやさんごっこ
（9:45みずほ保育園）

23
村民スキー、スノ
ーボード教室
西郷っ子ふれあい
体験塾
（7:00 グランディー羽
鳥湖スキーリゾート）

24
第 56回文化財防
火デー防火訓練
（9:00 歴史民俗資
料館）

25
母子手帳交付・健
康相談日
（13:00 保健福祉セン
ター）
心配ごと特別相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

26 27
お元気運動教室
（10:30 いわしなクリ
ニック運動ルーム）
歯科クリニック
（幼児 13:00,6 歳児
13:45 保健福祉セ
ンター）

28
お元気運動教室
（13:30 ウエルネス
クラブ）

29
生活総合相談所
（9:00文化センター）
茶道教室
（10:00まきば保育園）

30
児童生徒料理コン
クール
（9:00 熊倉小学校）
体育協会 50周年
記念式典
（14:00 ホテルサン
ルート白河）
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